
令和７年の漁業・養殖業生産量は357万7,400ｔで、前年に比べて1.6％減少 
海面漁業の漁獲量は270万500ｔで、同3.1％減少 

海面養殖業の収獲量は83万1,900ｔで、同3.6％増加 

注：統計数値については表示単位未満を四捨五入したため、合計値と内訳の計が一致しない場合がある（以下において同じ）。
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令和７年漁業・養殖業生産統計 

          

【調査結果の概要】

 令和７年の漁業・養殖業の生産量は357万

7,400ｔで、前年に比べて５万8,800t（1.6％）

減少した。

１ 海面漁業の漁獲量は270万500ｔで、まいわ

し、さば類等が増加したものの、ほたてがい、

かつお等が減少し、前年に比べて８万5,700ｔ

（3.1％）減少した。 

２ 海面養殖業の収獲量は83万1,900ｔで、の

り類、わかめ類等が増加し、前年に比べて

２万9,000ｔ（3.6％）増加した。 

３ 内水面漁業・養殖業の生産量は４万5,011t

で、うなぎの増加により内水面養殖業の収獲

量は増加したものの、さけ・ます類やしじみ

等の減少により内水面漁業の漁獲量が減少

したことから、前年に比べて2,035ｔ（4.3％）

減少した。 

図１ 海面漁業主要魚種別漁獲量の推移 

図２ 漁業・養殖業生産量の推移 
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